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1　 は じ め に

　 「探 究能力 の 育成」 は，従 前 よ り ， 理 科教 育 の

最も重 要な 目標 の
一

つ と し て学習指導要領 に挙げ

られ て きた。学校現 場 に お い て は ，生徒 自身が 探

究活動に携わ る よ うな実践が 数多 く試み られ て き

たが ，

一
方 で ， 多 くの 教員 が r探 究能 力 の 育成 」

に 困難，不安を感 じ て い る こ とが様 々 な調査で 明

らか に され て い る 。

　鈴木，仲丸は ，児 童，生 徒 の 知 的発 達 の 促進 ・

援助 とい う観点 か ら教育 の 十分な配慮が み られ な

い こ と，つ ま り，探 究活動 を促 進 し，援助す る上

で の 教師 の 関わ りの 重要性 を指摘 し て い る 。

　本研 究 では ， 指導法 を改 善す るに あた り ， 対象
となる高校生 の 自然体験や生物 へ の 興味 ・関心 等

の 現状把握 を 目的 と し て 以下 の 実態調査 を行 っ た。
また，仮説設 定能力 の 実態 を明 らか にす るた め の

調査 も行 っ た 。こ の 調査 に は ，Cothronj．h らが提

唱 した子 ども の 疑 問を科学的に探究可能 な 「問題 」

にする た め の 手法
“

：flie　four　Question　Swategy” 〈以

下 4QS と略す ）を参 考に独 自の 指導 法 を考 え ， 開

発 した ワーク シ〜 トを用 い た 。

2　 実態調査 の 概要

（D 実施 時期

　 平成 17 年 4 月 下旬〜 5 月下旬

（2）対象

　 所属高等学校 （長崎県立 長崎明誠 高等学校 ： 総

合学科 に な っ て 8 年 目） の 2 年 生 生 物 選択者全員

56名 （実人数 54名 ，欠席 2 名）

　 生物 1の 授業 （50 分 ）で 実施

（3）内容 ・方法

　調査 は ， ア ン ケー トの pa−　
一一

回答 形 式 で 行 い ，質

問数 37 項 目を 4 っ の カ テ ゴ リ
ー  自然体験 （表 1

で は触れ合 い 度 と略記）  第三 者 との 関わ り （表

1 では 第 三者 と略記 ）  本 への 親 し み （表 1 で は

本 と略 記）   生 物 に対 す る興味 ・関心 （表 ］ で は

興味 ・関心 と略記） に分け，それぞれ の カ テ ゴ リ

ー
にお ける選択肢 を点数化 し た 。 また ， 仮説設 定

能力 をみ る調 査 に関 して は，生徒が記述 し た独 立

変数 の 数 の み に着 目し， 5 つ 目の カ テ ゴ リ
ー

  指

摘 し た独 立変数 の 数 （表 1 で は独 立変数 と略記）

と して数量化 し た。次 に ，カ テ ゴ リー間の 相 関係

数 ， 有意確率 を求 め ，関連性 を 調 べ た 。

3　結果 と考察

　 相 関分析 の 結果 ，カテ ゴ リ
ー

間 の 相 関係数 とそ

の 有意確率 を見る と ，ほ とん どの カ テ ゴ リー間に

お い て ，正 の 相 関 が 見 られ る （衰 1 ）。特 に ，
「自

然体験」との 関連性で は，「第三者 と の 関わ り1，「本
へ の 親 しみ 亅，「生 物 に対す る興 味 ・関心 」 の カ テ

ゴ リ
ー

間 に比較的強 い 正 の 相関が見 られ る 。 また ，

「自然体験」 と 「指摘 し た独立 変数 の 数」 の 間に

は ほ と ん ど相 関が 見 られ な か っ たが ，
「自然体 験 亅

以外 の カ テ ゴ リーと 「指摘 し た独 立変数 の 数」 に

は正 の 相関が あ る こ とがわか っ た。こ の こ とか ら，
自然体験が豊か な生徒は，周 囲 の 人 間 と の 関わ り

が 強 く， 生 き物に 関する 興味 ・関心 も大 きい 。ま

た ，本 と親 し む機会 も多く，こ の よ うな生 徒 は ，

何 ら か の 事象 に対 し て 独立 変数 を多数指摘で き る

こ とがわ か る。一
方 ，

「自然 体験」 と 「指摘 した 独
立変数の 数」 には相関 がみ られ な い こ とは，自然

体験だ け で は独立変 数を数多く見出す こ と は で き

な い こ とを示 し て い る。っ ま り，自然体験は 仮説

設定 の た め の 直接的 な要素で は な い が，そ の 基盤
と な っ て い る も の と考え られ る。また，独 立 変 数
は ，

「生物 に対す る興味 ・関心 」，
「本 と の親 し み 」，

「第三 者 と の 関わ り」 が あ っ て は じめ て 指摘で き
る よ うに な る もの で あ り，こ の 意味にお い て ，授

茉にお ける教師 の 生徒 に対す る指導援助，助言 の

重要性 も示唆 され る。　　　　　　　　　　　　
J

表1 アンケートの相鵑分祈結果（高絞2年生　生駒選撰者54名．男子23 名女子31名）

 艘酩い度 餬 三者  本 綴 難・恥 鰍 立孅

醐係鬢 0．595 α5520 ．6〔｝40 ．皇94  触れ

合い度 有醜 率 0．0000 ．0000 ，0000 ，圉60

欟櫞 0．595 O、430   527 、0．349  篤三

者 有意確事 0．000 o，0010 ．0000 ．0置0

  本 相開係数 05520 ．430 0．791O ．466

有意騨 0．000o ．oo1 O．0000 ．000

相縣数   ，6040527o ，791 o．392  鰍

・麟 有意確率
　　■
O、0000 ．0000 ．000 0、003

相贋櫞 0、｝940 、3490 、4660 ．392  独立

魏 有意解 0．1600 ．0且O0 、000 α003

有意確率は両側で検定を行った結果である。相関係数は，1°1，k，　Mで有意（両側）である。

4 　 お わ りに

　今 回 の 分析 結果 を も と に ，今後は 4QS を 参考

に し て 改良 し た ワ F −・ク シ
ー

ト （別 紙） の 作成，検

討 を し ， 授業実践を実施す るた め の 研 究 を重 ね て

行きた い 。
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